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論文内容の要旨
ポーラログラフ接触水素波の機構解明の研究は、 1930年のタンパク波の発見以来多くの研究者によ
って類型的挙動をする金属錯体の一般的電極反応の問題として取りあげられてきた。本論文は、この
接触水素波の機構研究のため、問題をさらに無機半導体物質による接触水素波にまで一般化し解明を
試みたもので 8 章よりなっている。
第 1 章は、序論で、従来までの接触水素波に関する研究の概観と本研究の目的を述べている。
第 2 章は、種々の半導体の粉体を塩化アンモニウムの水溶液中に懸濁させた試料液について試みた
結果、半導体の性質との聞に規則性のある接触水素波が認められた次第を述べている。
第 3 章( 1 )は、半導体の仕事関数を中心として、接触水素波の発生機構を論じている。この結果、
仕事関数が水銀より大きい半導体は接触水素波を与え、これに寄与しているものは伝導帯中の伝導屯
子であると述べている。第 3 章(n )は、各種半導体について、仕事関数日、外の物性右数を中心とし
て波の発生機構を研究したものである。
第 4 章は、半導体としてテルルをとりあげ、その粉体による接触水素波の機構を研究したものであ
る。この結果、水銀極表面でのテルル電極の生成とその消滅が、極大波形の上昇と下降の機構を支配
するものであることを見出している。
第 5 章は、アンモニウムイオン共存時のゲルマニウムによる接触水素波の機構を研究したものであ
る。この結果、テルルの場合と同様ゲルマニウム電極の生成と消滅が水素波の発生機構の一主因となっ
ていて、この場合のエレクトロン・アクセプターは、ゲルマニウム環ポリアンモニウムであると述べ
ている。
第 6 章では、これらの接触水素波の発生機構を裏づけるために、放射線照射を試み、それによって
接触水素波の波高が増大することを実験的に認め、因子について検討を加えている。
第 7 章は、以上半導体の粉体による接触水素波の機構研究で得たところをタンパク波の機構研究に
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適用した結果である。この結果、いわゆるタンパク波の機構は、コバルト電極の水銀陰極面上で、の生
成と触媒物質である R- S H (R はタンパクの残基)の吸脱着現象が要因であることを解明している。
第 8 章は、各章の結果の要点をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は、ポーラログラフ法において機構解明が充分で、なかった接触水素波の問題について、電極
反応の触媒となる物質を一般に半導体と見なすことができることを見出し、その立場から従来の諸問
題点に明快な説明が加えられることを触媒に対する放射線の影響をも含めて実験的に証明したもので
ある。そして、この種触媒の水素の電解法への応m について新しい而を聞いた。
このように本論文は、電気化学並びに放射線化宇むよびこの方面iの工学に寄与するところが大きく、
博士論文として価値あるものと認める。
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